
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　
　軸線方向に延びる円筒状ネック（１８、１８ａ １８ｂ）を備えたプラスチック容器
（１２、１２ａまたは１２ｂ）と、
　小出し開口（３０、３０ａ ３０ｂ） 前記ネック内に受け入れられる円筒状壁（
２６、２６ａ ２６ｂ） を備えたプラスチック取付部（２０、４８ ６４）と、
　前記小出し開口を選択的に開閉 、前記取付部 ネックに に取り付
けられる頂部（２２、５０または６６）とを有 、
　前記ネック 壁の一方が半径方向に開口した周方向チャネル（４０、４０ａ ４０
ｂ）を有し、前記ネック 壁の他方が、前記取付部を ネックに固定する 前記チ
ャネル内に受け入れられ 半径方向に突出した周方向ビード（３８、３８ａ ３８ｂ）
を 、
　
　

　流動製品の小出しパッケージ。
【請求項２】
　前記ビード（３８、３８ａ ３８ｂ）が前記取付部（２０、４８ ６４）に配置さ
れ、
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流動製品の小出しパッケージであって、
又は

又は と、
又は と 又は

するための 又は 回動自在
し

及び 又は
及び 前記 ため
る 又は

有し
前記取付部が直径方向に対向する凹状支持肩部（８０）を有し、
前記頂部は、該頂部の回動運動の際、前記頂部を支持するように前記肩部（８０）と係

合される一対の凸状支持面（８２）を有する、

又は 又は



　前記チャネル（４０、４０ａ ４０ｂ）が前記ネック（１８、１８ａ １８ｂ）に
配置されている、請求項１記載の小出しパッケージ。
【請求項３】
　前記ビード チャネルの各々が、半径方向に対面する ベース壁 截頭円錐状の側壁
を有 る、請求項２記載の小出しパッケージ。
【請求項４】
　前記ネック（１８、１８ａ １８ｂ）は、前記周方向チャネルから延びている少なく
とも１つの軸線方向チャネル（６８または７０）を有し、
　前記取付部（２０、４８または６４）は、前記ビードから前記軸線方向チャネル内に延
び、前記ネックに対して取付部を周方向に整合させる少なくとも１つの軸線方向ラグ（７
２ ７４）を有 る、請求項２記載の小出しパッケージ。
【請求項５】
　前記ネックは直径方向に対向する軸線方向チャネル（６８、７０）を有し、前記取付部
は、前記チャネル内に配置される、直径方向に対向する軸線方向ラグ（７２、７４）を有

る、請求項４記載の小出しパッケージ。
【請求項６】
　前記頂部は、該頂部が 取付部に対して閉じられたときに、前記小出し開口（３０、
３０ａ ３０ｂ）内の栓シールを形成する壁（３６、３６ａ ３６ｂ）を有 る、

小出しパッケージ。
【請求項７】
　前記頂部（２２）は前記取付部（２０）と一体に形成され 枢着ヒンジ（２４）を介し
て取付部（２０）に連結されている、 小出しパッケー
ジ。
【請求項８】
　前記頂部は、前記取付部 ネックとは別体のディスク（５０ ６６）を備え、
　該ディスクは１対の部分球状突出部（５４ ７８）を備え、
　前記取付部 ネックの一方は、前記部分球状突出部 受け入れ る１対の部分
球状ポケット（５６ ７６）を備 、
　請求項 記載の小出しパッケージ。
【請求項９】
　前記部分球状ポケット（５６）が、前記取付部に配置されている、請求項 記載の小出
しパッケージ。
【請求項１０】
　前記部分球状ポケット（７６）が、前記ネックに配置されている、請求項 記載の小出
しパッケージ。
【請求項１１】
　前記ネックは一平面内に配置される軸線方向縁部を有し、　前記取付部は前記縁部上に
載置される半径方向棚部を有している、請求項１～ のいずれか１項記載の小出しパッ
ケージ。
【請求項１２】
　前記ネックは軸線方向縁部を有し、
　前記取付部は前記縁部より下で前記ネック内に受け入れられる、請求項１～ のいず
れか１項記載の小出しパッケージ。
【請求項１３】
　
　（ａ）軸線方向に延 円筒状ネックを有 プラスチック容器（１２、１２ａ １
２ｂ）を 縁部 該縁部から間隔を ネックの内面の周方向チャネル（４０、
４０ａまたは４０ｂ） 一体成形
　（ｂ）小出し開口（３０、３０ａ ３０ｂ） 半径方向外方に延 ビード（３８
、３８ａ ３８ｂ） 円筒状壁（２６、２６ａ ２６ｂ）

10

20

30

40

50

(2) JP 3767885 B2 2006.4.19

又は 又は

及び 、 、
す

又は

又は す

す

前記
又は 又は す 請

求項１～５のいずれか１項記載の

、
請求項１～６のいずれか１項記載の

及び前記 又は
又は

及び前記 が られ
又は える

１

８

８

１０

１１

流動製品の小出しパッケージを製造する方法であって、
びる する 又は

、 と、 隔てた前記
と し、

又は と、 びる
又は を備えた 又は と、直径方向に対向



プラスチック取付部（２０、４８または６４）を
、

　（ｃ）前記ビードが前記チャネ 嵌合 るまで、 取付部を ネッ 挿入する
ことによ 取付部を ネックに固定 、
　（ｄ）前記小出し開口を選択的に開閉 頂部（２２、５０ ６６）を ネ
ック 取付部に

　流動製品の小出しパッケージを製造する方法。
【請求項１４】
　前記工程（ｂ）は、前記工程（ｃ） 、前記ビード（３８、３８ａまたは３８ｂ）に截
頭円錐状表面を設け 前記取付部 前記ネック内 カムセンタ ることを含む、請求
項 記載の方法。
【請求項１５】
　前記工程（ａ）は、前記周方向チャネルから延びる少なくとも１つの軸線方向チャネル
（６８ ７０）を前記ネックに設けることを含み、前記工程（ｂ）は、前記工程（ｃ）

、前記チャネルに対して前記取付部を周方向に整合させる 前記軸線方向チャネル
内に受け入れられる少なくとも１つのラグ（７２または７４）を前記取付部に設けること
を含む、請求項 記載の方法。
【請求項１６】
　前記工程（ｂ）および（ｄ）は、前記頂部と取付部とを一体成形することにより同時に
行なわれる、請求項 記載の方法。
【請求項１７】
　前記工程（ｄ）は、前記頂部に部分球状突出部（５４ ７８）を設け、前記ネック

取付部の一方に部分球状ポケット（５６ ７６）を設け 記突出部を前記ポケ
ット内に嵌合させることにより行なわれる、請求項 記載の方法。
【請求項１８】
　前記頂部には、前記小出し開口と栓シール係合する環状壁（３０、３０ａまたは３０ｂ
）が設けられ る、請求項 記載の方法。
【請求項１９】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、化粧品およびボディローション等の流動製品の小出しパッケージ（ dispenser 
packages）に関し、より詳しくは、小出し用の閉鎖体即ち蓋が、輪郭および構造の点でパ
ッケージ容器とぴったり合致して一体化される小出しパッケージおよびその製造方法に関
する。
【０００２】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の概略的な目的は、構成部品の数および複雑さを低減させおよび／または組立てを
容易にすることにより、製造コストおよび在庫管理コストを低減できる化粧品およびボデ
ィローション等の流動製品の小出しパッケージおよびその製造方法を提供することにある
。本発明の他の関連目的は、蓋が構造的にぴったり合致するように連続しておりかつパッ
ケージ容器の設計を用いた輪郭を有する点で優れた視覚的インパクトが得られる小出しパ
ッケージおよびその製造方法を提供することにある。
【０００３】
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する凹状支持肩部（８０）とを有する 用
意し

ルに す 前記 前記 クに
って前記 前記 し

するための 又は 前記
又は前記 回動自在に取り付けることを含み、前記頂部は、該頂部の回動運動

の際、前記頂部を支持するように前記肩部と係合される一対の凸状支持面（８２）を有す
る、

中
、 を に 決めす

１３

又は
中 ように

１４

１３

又は 及
び前記 又は 、前

１３

てい １３

前記頂部は、前記取付部及び前記ネックとは別体のディスク（５０又は６６）を備え、
該ディスクは１対の部分球状突出部（５４又は７８）を備え、前記取付部及び前記ネック
の一方は、前記部分球状突出部が受け入れられる１対の部分球状ポケット（５６又は７６
）を備える、請求項１３記載の方法。



【課題を解決するための手段】
本発明の一態様による流動製品の小出しパッケージは、軸線方向に延びている円筒状ネッ
クを備えたプラスチック容器と、ネックの開口端に固定される蓋とを有している。蓋は、
小出し開口および容器のネック内に受け入れられる円筒状壁を備えたプラスチック取付部
を備えている。容器のネックまたは取付部の壁のいずれか一方が、半径方向に開口した周
方向チャネルを有し、他方が、前記チャネル内にスナップ嵌合により受け入れられて取付
部を容器のネックに固定するための半径方向に突出した周方向ビードを有している。頂部
は、小出し開口を選択的に開閉できるように、取付部またはネックに対して移動可能に取
り付けられる。本発明の好ましい実施形態では、小出し開口は円形であり、頂部は、該頂
部が閉位置にあるときに、小出し開口内の栓シールを形成する環状壁を有している。本発
明の好ましい実施形態における頂部は、取付部または容器のネックに枢着され、かつ閉位
置において取付部またはネックの軸線方向端部と同一平面内に位置して視覚的にコンパク
トな構造を形成する。
【０００４】
本発明の好ましい実施形態では、蓋の取付部にはビードが設けられ、該ビードは、容器の
ネックに取付部を組み付けるときに、ネック内で取付部をカムセンタリング作用させる截
頭円錐状の側壁を有している。ネックには、また、周方向チャネルからネックの開端部ま
で延びる少なくとも１つの軸線方向チャネル、好ましくは直径方向に対向する軸線方向チ
ャネルを設けることができる。本発明のこの態様による取付部は、該取付部が容器のネッ
ク内に挿入されるときに軸線方向チャネル（単一または複数）内に受け入れられて、ネッ
クに対して取付部を周方向に整合させるための少なくとも１つのラグ、好ましくは直径方
向対向ラグを有している。頂部は取付部と一体に成形して一体ヒンジを介して取付部に固
定するか、取付部とは別体に形成して、容器のネックまたは取付部の球状ポケット内に受
け入れられる球状ラグを頂部に設けることもできる。本発明の別の実施形態では、取付部
に、ネックの平らな縁部上に載置される半径方向棚部を設けるか、取付部が容器のネック
内に入れ子式に完全に挿入され、頂部の閉位置において頂部が容器のネックの軸線方向縁
部と同一面内に位置するように構成することもできる。
【０００５】
本発明およびその他の目的、特徴および長所は、以下の説明、特許請求の範囲の記載およ
び添付図面から最も良く理解されよう。
【０００６】
【発明の実施の形態】
図１～図４には、本発明の好ましい実施形態による小出しパッケージ１０が示されており
、該小出しパッケージ１０は、閉鎖体すなわち蓋１４が取り付けられる一体成形された容
器１２を有している。容器１２は本体１６を有し、該本体１６から円筒状ネック１８が突
出している。本体１６およびネック１８は、適当なプラスチック樹脂配合物から、ブロー
成形または他の適当な作業により一体成形される。少なくとも本体１６は、これを圧迫し
て製品を小出しできるように、可撓性構造にするのが好ましい。本発明の図示の実施形態
では、容器本体１６は全体として円筒状の輪郭を有し、かつネック１８が、本体１６から
、これと同心状に一体的に突出している。
【０００７】
本発明のこの実施形態の蓋１４は、取付部（ fitment）２０と、一体成形ヒンジ２４を介
して取付部２０に枢着された円形頂部２２とを有している。取付部２０は、容器のネック
１８内に入れ子式に受け入れられる円筒状壁２６を有している。取付部２０の平坦壁２８
は、軸線方向に延びる壁３２により形成された円形の小出し開口３０と、ネック１８の平
らな上縁部の上に載置される、半径方向外方に突出する棚部３４とを有している。頂部２
２は、ヒンジ２４に固定された平坦壁３４と、該平坦壁３４から突出する環状壁３６とを
有し、該環状壁３４は、蓋１４の閉位置（図１および図２）において小出し開口３０内に
受け入れられて、該開口３０内で栓シールを形成する。
【０００８】
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取付部の壁２６は、半径方向外方に突出する周方向ビード３８を有し、該ビード３８は、
容器のネック１８の内面に形成され補完的な輪郭を有し、周方向に延び、かつ、半径方向
内方に開口したチャネル４０内にスナップ嵌合により受け入れられる。ビード３８および
チャネル４０の両者は、半径方向に向かい合う円筒状壁面と対向する截頭円錐状側面とに
よって形成されている。（図２の方向で見て）半径方向外方に向って上方に傾斜している
ビード３８の下方の截頭円錐状面は、取付部２０がネック１８内に組み付けられるときに
ネック１８の縁部を半径方向外方に拡げるカム作用をして、ネックに対して取付部を心出
ししかつネックへの取付部の組付けを容易にする。ヒンジ２４は、慣用構造のスナップ形
ヒンジで形成するのが好ましい。頂部２２の平坦壁３４から壁４２が延びており、該壁４
２は、取付部壁２８と対向して当接して、図１および図２に示す閉位置においてコンパク
トな高さの低い閉鎖構造を形成する。
【０００９】
図５～図７には、本発明の他の実施形態による小出しパッケージ４４が示されている（種
々の図面における同一要素または関連要素は、添字を付した同一の参照番号で示されてい
る）。図５～図７の実施形態における蓋４６は、取付部４８と、該取付部４８とは別体に
形成されたスペード形頂部５０とを有している。図１～図４に示した実施形態と同様に、
取付部４８は、半径方向外方に突出する周方向ビード３８ａを備えた円筒状壁２６ａを有
している。容器１２ａは、対応する半径方向内方に開口した周方向チャネル４０ａを備え
た円筒状ネック１８ａを有している。取付部４８のベース壁２８ａは、一部が環状壁３２
ａにより形成された小出し開口３０ａと、ネック１８ａの平らな軸線方向縁部上に一部が
載置される半径方向突出棚部３４ａとを有している。取付部の壁２８ａはまた、小出し開
口３０ａを包囲する凹状ポケット５２を有している。頂部５０は横方向に突出する１対の
部分球状突出部５４を有し、該部分球状突出部５４は、取付部４８のポケット５２内の対
応する部分球状ポケット５６内に枢動可能に受け入れられる。かくして、頂部５０は、部
分球状突出部５４および部分球状ポケット５６の軸線を中心に、頂部５０が取付部４８の
頂面と同一面内に位置する図６の閉位置と、製品を小出しするため、頂部５０が小出し開
口３０ａから離れる方向に枢動された図７の完全開位置との間を自由に枢動できる。取付
部ポケット内の壁面５７は、頂部５０の対向縁部５８と協働して、頂部５０の開き（図７
で見て反時計回り方向への開き）を制限するストッパとして機能する。
【００１０】
図８～図１０には、蓋６２が取付部６４と、これとは別体に形成されたディスク形頂部６
６とを有する小出しパッケージ６０が示されている。容器１２ｂのｂネック１８ｂは、前
の実施形態と同様に、半径方向内方に開口した周方向チャネル４０ｂを有している。周方
向チャネル４０ｂからネック１８ｂの軸線方向縁部まで、直径方向に対向する１対の軸線
方向チャネル６８、７０が、ネック１８ｂの内面に沿って延びている。取付部６４は半径
方向外方に突出した周方向ビードすなわちリブ３８ｂを有し、これらのビードすなわちリ
ブ３８ｂは、前述の実施形態と同様に、組付け時にチャネル４０ｂ内に受け入れられる。
取付部６４はまた、ビード３８ｂから軸線方向に突出した、直径方向に対向する突出部７
２、７４を有しており、これらの突出部７２、７４は、取付部６４が容器１２ｂに組み付
けられたときにネック１８ｂの軸線方向チャネル６８、７０内に受け入れられる。これら
の軸線方向突出部およびチャネルは、取付部６４を、ネック１８ｂに対して周方向に整合
させる。チャネル４０ｂの上方のネック１８ｂ内面には、直径方向に対向する１対の部分
球状ポケット７６が形成されており、これらのポケット７６は、これに対応してディスク
形頂部６６に形成された直径方向に対向する１対の部分球状突出部７８を受け入れる。こ
のようにして、この実施形態では、ディスク形頂部６６は、図１～図７の実施形態のよう
に取付部自体に枢着される構成とは異なり、取付部６４の上方で容器のネック１８ｂに枢
着される。取付部６４は直径方向に対向する１対の凹形の軸線方向部分円肩部８０を有し
、該肩部８０は、ディスク形頂部６６の１対の凸形の部分円形支持棚部８２を枢動可能に
支持する。これらの軸受け構造は、ディスク形頂部６６が図９の閉位置と図１０の開位置
との間で枢動するときに、ディスク形頂部６６の支持を補助する。ディスク形頂部６６が
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図１０の開位置に枢動されると、ディスク形頂部６６の栓シール壁３６ｂが取付部６４の
環状壁３２ｂから抜かれる。これにより小出し開口３６ｂの一部が形成され、容器内の流
動製品がディスク形頂部６６の側方開口８４を通って小出しされる。ディスク形頂部６６
が図９の閉位置に戻されると、開口８４がネック１８ｂの縁部より下に位置し、かつディ
スク形頂部の壁３６ｂが小出し開口３０ｂ内で栓シールを形成する。ディスク形頂部６６
は、閉位置において、ネック１８ｂの上縁部とほぼ同一面内にある。
【００１１】
以上、前述の本発明の目的を完全に達成できる小出しパッケージおよびその組立て方法を
説明した。図面には標準完成高さの容器の例を示したが、本発明の１つの長所は、完成高
さを大幅に低減でき、従ってパッケージの全高およびコストを低減できることである。ま
た、幾つかの実施形態および変更例を開示したが、当業者ならば他の変更例を容易に想到
できるであろう。本発明は、特許請求の範囲に記載された本発明の精神および広い範囲内
に包含されるあらゆる変更を含むものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の好ましい一実施形態による小出しパッケージを示す斜視図である。
【図２】容器の蓋が閉位置にあるところを示す図１のネック部分の部分拡大断面図である
。
【図３】容器の蓋が開位置にあるところを示す図１のネック部分の部分拡大断面図である
。
【図４】図１～図３に示した小出しパッケージを示す部分分解斜視図である。
【図５】本発明の変更態様による小出しパッケージを示す部分分解斜視図である。
【図６】容器の蓋が閉位置にあるところを示す図５の小出しパッケージのネック部分の部
分拡大断面図である。
【図７】容器の蓋が開位置にあるところを示す図５の小出しパッケージのネック部分の部
分拡大断面図である。
【図８】本発明の他の変更態様による小出しパッケージを示す部分分解斜視図である。
【図９】容器の蓋が閉位置にあるところを示す図８の小出しパッケージのネック部分の部
分拡大断面図である。
【図１０】容器の蓋が開位置にあるところを示す図８の小出しパッケージのネック部分の
部分拡大断面図である。
【符号の説明】
１０　小出しパッケージ
１４　蓋
２０　取付部
２２　頂部
２４　ヒンジ
３０　小出し開口
３８　周方向ビード
４０　チャネル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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